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2025年９月１日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型）」は、2026年１月20日に第21期の決算を行
ないましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2015年８月31日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として、「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長

をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 
グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とし

ます。 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 日本を含む世界の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

基準価額水準が１万円（１万口当たり）を超えている場合には、分配対象額の範囲内で積極的に分配を行ないます。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 
 

＜642878＞ 

グローバル・ロボティクス株式ファンド
（年２回決算型） 

第21期（決算日 2026年１月20日） 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

R O B O  G l o b a l  R o b o t i c s 
a n d  A u t o m a t i o n  U C I T S 指 数 
（税引後配当込み、円ヘッジなし、円ベース） 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

17期(2024年１月22日) 11,508 1,000 11.4 308.39 △ 2.2 96.2 429,981 

18期(2024年７月22日) 11,875 1,500 16.2 335.98 8.9 96.5 512,405 

19期(2025年１月20日) 10,905 1,000 0.3 348.53 3.7 97.3 534,954 

20期(2025年７月22日) 10,187 500 △ 2.0 348.20 △ 0.1 95.8 549,290 

21期(2026年１月20日) 11,755 1,000 25.2 452.80 30.0 96.6 640,525 
 

（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注）ROBO Global Robotics and Automation UCITS指数（税引後配当込み、円ヘッジなし、円ベース）は、世界のロボティクス関連等の株式

を対象にした指数です。アモーヴァ・アセットマネジメントが円換算しています。同指数に関する著作権等の知的財産権その他一切の

権利はVettaFiに帰属します。なお、設定時を100として2026年１月20日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
      

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

R O B O  G l o b a l  R o b o t i c s 
a n d  A u t o m a t i o n  U C I T S 指 数 
（税引後配当込み、円ヘッジなし、円ベース） 

株   式 
組 入 比 率 

 騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2025年７月22日 10,187 － 348.20 － 95.8 

７月末 10,551 3.6 360.64 3.6 96.5 

８月末 10,356 1.7 364.72 4.7 96.9 

９月末 10,707 5.1 373.49 7.3 96.9 

10月末 11,917 17.0 409.42 17.6 96.9 

11月末 11,715 15.0 409.07 17.5 96.5 

12月末 12,054 18.3 422.53 21.3 95.3 

(期  末)      

2026年１月20日 12,755 25.2 452.80 30.0 96.6 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○運用経過 (2025年７月23日～2026年１月20日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびROBO Global Robotics and Automation UCITS指数（税引後配当込み、円ヘッジなし、円ベース）は、期

首（2025年７月22日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ROBO Global Robotics and Automation UCITS指数（税引後配当込み、円ヘッジなし、円ベース）は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、日本を含む世界各国の金融商品取引所に上場されているロボティクス関連企業の

株式に実質的に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中

における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・ＡＩ（人工知能）活用による生産性向上への期待やＡＩ半導体関連の設備投資が続くとの見込みなどから、

生成ＡＩ関連企業や電力インフラ関連企業の株価が堅調に推移したこと。 

・米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が複数回の利下げを実施したこと。 

 

  

期中の基準価額等の推移 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

＜値下がり要因＞ 

・米トランプ政権による関税やインフレ再燃懸念に加え、米国政府機関閉鎖の長期化などが米国の景気減速

につながるとの懸念が強まったこと。 

 

 

（株式市況） 

当期間は、ＡＩ関連事業に対する巨額投資の発表などを受けてハイテク関連が市場のけん引役となったこ

とに加え、ＦＲＢが複数回にわたり利下げを実施したことなどから、株式市場は堅調に推移しました。 

ロボティクス関連銘柄の株価についても、ＡＩ関連を中心に概ね堅調に推移しました。中でもＡＩエージェ

ント（ユーザーが設定した目標に対し自律的に計画を立て、実行するＡＩシステム）の普及拡大や、高性能半

導体の実用化に加え、フィジカルＡＩ（現実世界での行動を知覚・理解・実行するロボットなど）の実装化な

ど、ロボティクス関連事業が実社会に目に見える形で普及しつつあること、また今後もその進化のための設備

投資が見込まれることなどが、関連銘柄の株価上昇につながったと見られます。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）

は、右記の推移となりました。 

 

 

  

投資環境 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行な

いました。 

 

（グローバル・ロボティクス株式マザーファンド） 

ボトムアップアプローチを重視し、大きな変革期にあるロボティクス市場で高い成長が見込まれると考え

る企業に着目した運用を行ないました。 

当期間は、引き続き情報技術セクター、資本財・サービスセクターなどを中心に、ロボティクス関連銘柄の

中でも、インフレ再燃や景気後退においても優位性を保ち、強固な財務体質を持つと考えられる企業を中心に

投資を行ないました。 

 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） ROBO Global Robotics and Automation UCITS指数（税引後配

当込み、円ヘッジなし、円ベース）は当ファンドの参考指数です。
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな
かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第21期 

2025年７月23日～ 
2026年１月20日 

当期分配金 1,000  

(対基準価額比率) 7.840％ 

 当期の収益 1,000  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,754   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 
引き続き、ファンドの基本方針に則り、「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を原則

として高位に組み入れて運用を行ないます。 
 

（グローバル・ロボティクス株式マザーファンド） 
ＡＩエージェント元年と言われた2025年が終わり、2026年はフィジカルＡＩの実装への期待が膨らむなど、

技術の進化はとどまることなく続いていると捉えています。このような中、今後もＡＩが世界を変えていく可
能性は高いと見ており、関連する企業の株価の追い風と見込まれます。 

生産性向上がオフィスや研究所に加え工場や倉庫、社会インフラの現場等に広がるとの期待は一層高まっ
ていると見られます。ただ、そのためには膨大な計算能力が必要で、今後もデータセンターやＡＩ半導体関連
設備への巨額の投資が必要なため、ＡＩ関連業界全体で投資に見合うリターンが獲得できるのかといった懸
念は残ります。一方でこういった投資の規模は、国内総生産（ＧＤＰ）対比で１～２％程度にとどまっており、
過去の大規模なインフラ投資が必要とされた時期と比べても低水準にあることから、現状をバブルと呼ぶの
は早計な議論ではないかと考えています。 

今後、一層のデータ活用、関税によるサプライチェーン（供給網）見直し、賃金インフレ、移民規制の厳格
化等は自動化・自律化の追い風となるほか、製造業を自国に呼び戻す米トランプ政権の公約も自動化の後押し
につながると期待します。ロボティクス関連銘柄の魅力は中長期的な視点においても非常に高いとの見方が
強まると考えます。引き続き魅力的な投資対象発掘のための調査を継続し、バリュエーション（価値評価）重
視の運用を続ける方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 
 
今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。   

分配金 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2025年７月23日～2026年１月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 108  0.965  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 52)  (0.466)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 52)  (0.466)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.004   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.004)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.003   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.003)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.010   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.006)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  0)  (0.002)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用、運用において利用する指数の
標章使用料など 

 合 計 109   0.982    

期中の平均基準価額は、11,216円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.95％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2025年７月23日～2026年１月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 2,043,462 10,470,283 11,397,446 68,170,112 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年７月23日～2026年１月20日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 219,908,515千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,092,661,654千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.20   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年７月23日～2026年１月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年７月23日～2026年１月20日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。  

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年７月23日～2026年１月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○組入資産の明細 (2026年１月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 112,796,289 103,442,305 631,794,567 
 
（注） 親投資信託の2026年１月20日現在の受益権総口数は、199,980,554千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年１月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 631,794,567 89.9 

コール・ローン等、その他 70,875,940 10.1 

投資信託財産総額 702,670,507 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） グローバル・ロボティクス株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（926,906,428千円）の投資信託財産総額

（1,275,899,713千円）に対する比率は72.6％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=158.19円、1ユーロ=

184.09円、1スイスフラン=198.21円、1スウェーデンクローナ=17.17円、1新台湾ドル=5.006円。 

 

 

 

親投資信託残高 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年１月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 702,670,507,746   

 コール・ローン等 17,810,812,905   

 グローバル・ロボティクス株式マザーファンド(評価額) 631,794,567,665   

 未収入金 53,064,766,539   

 未収利息 360,637   

(B) 負債 62,144,736,159   

 未払収益分配金 54,490,968,693   

 未払解約金 1,723,678,903   

 未払信託報酬 5,905,168,633   

 その他未払費用 24,919,930   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 640,525,771,587   

 元本 544,909,686,934   

 次期繰越損益金 95,616,084,653   

(D) 受益権総口数 544,909,686,934口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,755円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は539,229,403,381円、期中追加設定

元 本 額 は 46,967,440,507 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は

41,287,156,954円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.1755円です。 
 

○損益の状況 (2025年７月23日～2026年１月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 28,088,143   

 受取利息 28,088,143   

(B) 有価証券売買損益 141,208,533,580   

 売買益 145,600,069,826   

 売買損 △  4,391,536,246   

(C) 信託報酬等 △  5,930,088,563   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 135,306,533,160   

(E) 前期繰越損益金 △  6,050,708,954   

(F) 追加信託差損益金 20,851,229,140   

 (配当等相当額) (   15,938,956,792)  

 (売買損益相当額) (    4,912,272,348)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 150,107,053,346   

(H) 収益分配金 △ 54,490,968,693   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 95,616,084,653   

 追加信託差損益金 20,851,229,140   

 (配当等相当額) (   15,952,154,624)  

 (売買損益相当額) (    4,899,074,516)  

 分配準備積立金 74,764,855,513   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2025年７月23日～2026

年１月20日の期間に当ファンドが負担した費用は900,664,142

円です。 
 

（注）分配金の計算過程（2025年７月23日～2026年１月20日）は以下の通りです。 

項 目 
2025年７月23日～ 
2026年１月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 2,166,703,248円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 127,089,120,958円 

c. 信託約款に定める収益調整金 20,851,229,140円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 0円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 150,107,053,346円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,754円 

g. 分配金 54,490,968,693円 

h. 分配金(１万口当たり) 1,000円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 1,000円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2025年７月23日から2026年１月20日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、2025年９月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。 

①委託会社である当社がその社名を「日興アセットマネジメント株式会社」から「アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社」に変更いたしました。（第１条、第16条） 

②当社の社名変更に伴ない、電子公告を掲載する当社ホームページのＵＲＬを「www.nikkoam.com/」から

「www.amova-am.com」に変更いたしました。（第59条） 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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